
 

認定ＮＰＯ法人さわやか青少年センター 2022.8 

ふれあいボランティアパスポートを活用した 
ご紹介         ボランティア体験学習の効果 

－佐賀県神埼市における実践・調査報告書－ （概要） 
 

認定ＮＰＯ法人さわやか青少年センターでは、青少年が自ら「人間力（自助力と共助力）」

を育むよう支援することを目的として、「ふれあいボランティアパスポート」を活用した「ボランティア体験

学習」の普及を推進しています。 

「ふれあいボランティアパスポート（FVP）」は、「ボランティア体験学習」のきっかけ、動機づけ、

継続につながるボランティア活動活性化ツールです。 

2012 年度当法人設立以来、2022 年度（７月末現在）までに延べ 40 万人の児童生徒

が参加しています。 

ここでは、2006 年度から 15 年間（調査終了時点）、FVP に参加している佐賀県神埼市教育委員会の協力を得て

当センターが行った、４つの調査についてまとめた実践・調査報告書の中から、その一部をご紹介いたします。 

 

【調査テーマ】 

小中高校等でボランティア体験学習に取り組んだ児童生徒は、 
「人間力（自助力と共助力）」を育んでいるだろうか? 

そして、大人になった彼ら彼女らは「人間力」を発揮しているだろうか？ 
  

【実施した 4 調査】 

１．神埼市新成人ボランティア活動アンケート調査（2015 年度～2020 年度の間に５回：成人式の日に実施） 

２．児童生徒の FVP 感想欄調査（2019 年度） 

３．神埼市教育委員会のボランティア体験学習に対する取組姿勢ヒアリング調査（2019 年度） 

４．神埼市の全小中学校のボランティア体験学習の体制・活動内容アンケート調査（2019 年度） 

 

【調査結果】         ＦＶＰを活用した「ボランティア体験学習」を 

継続した新成人から分かったことは？ 
 

１．の調査より（※この調査では、新成人のボランティア活動については、学生が授業等で行うボランティア体験学習を含めている。） 

◆新成人になった現在もボランティア活動に取り組んでいる新成人は 65.6％と取組率が高い。 

◆ボランティア活動に取り組んでいる新成人は、後輩にボランティア活動を勧める傾向が強い。 

◆小中、高校生時代とボランティア体験学習を継続するほど、新成人になってからのボランティア    

活動の取組率が高くなる。 

◆小中学生時代に FVP がボランティア体験学習の取組に役に立ったと回答した新成人は、 

75.0％を超えている。 

教師からみたＦＶＰの効果は？ 
３．４．の調査より 

◆児童生徒のボランティア体験学習の「見える化」の効果がある。 

◆児童生徒の「自己有用感を触発」させる。 

◆児童生徒と教員（指導者）との「コミュニケーションツール」の役割を果たす。 

◆ボランティア体験学習への「意欲、動機づけ」の効果がある。  

◆児童生徒と「社会」を繋ぐ。 

◆FVP を活用したボランティア体験学習を行うことで、 

児童生徒に「自主性」、「思いやりの心」、「社会性」、「やさしさ」、「積極性」、「責任感」、 

「協調性」、「協働力」、「企画力」、「主体性」、「コミュニケーション力」などの人間力 

（自助力と共助力）が育まれている。 
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ＦＶＰの感想欄に書かれた 
児童・生徒の感想の内容は？ 

２．の調査より 

小中学生合計で最も多かった内容は、達成感・自己有用感で 50.9％でした。活動への強い意欲

が 15.7％、気づき・学び 8.0％、地域・人・みんなのため 6.6％、FVP 記載社会貢献活動団体応援

5.4％、コミュニケーション・協力・交流 4.5％でした。いずれも前向きな感想となっており、児童生徒の

活動の記録と感想欄による振り返りに適切に用いることで、ボランティア体験学習の継続意欲を高めて

いることが確認できた。 
（2019 年度神埼市の小中学校 10 校の児童生徒数 2,572 人のうち、2,389 人（92.9％）の感想欄の内容を分析。 

次の各円グラフは、実践・調査報告書のデータをもとに作成したものです。）  

 

 

 

 

 

 

教育委員会の姿勢は？ 
学校の体制は？ 

３．４．の調査より 

◆神埼市教育委員会は、ボランティア体験学習を「市民づくり」という長期的な教育目標の一環に位置付 

  けている。 

◆神埼市教育委員会では、「神埼市青少年育成市民会議」が当法人との FVP 参加申込の窓口になっ 

て、独自の FVP の作成（実践・調査報告書Ｐ2､3 に記載: FVP フレンズ）､配布､感想欄回収等の 

実務を行い、継続的な FVP 活用によるボランティア体験学習の運営や活動を支援、推進している。※） 

◆学校は、ボランティア体験学習を校務分掌に位置付けている。 

ふれあいボランティアパスポートの仕組みの説明や申込みについて 
ふれあいボランティアパスポートは、ボランティア体験学習（活動）の記録とともに、社会貢献活動団体の活動を

応援することができます。詳細は、下記の URL をご覧ください。「ふれあいボランティアパスポート」のページには、ふれあ

いボランティアパスポートの仕組みの説明や様々な情報を提供しています。また、参加申込みを行うこともできます。  
上記、実践・調査報告書の入手方法について 

実践・調査報告書をご希望の方は、下記の TEL、FAX、E-mail にてお申し込みください。実践・調査報告書は、

無償でご提供いたします。但し、送料着払いにてのお届けになりますことをご了承ください。 

 

 
〒167-0032 東京都杉並区天沼 3-7-3 荻窪法人会館３階 

TEL：03-6279-9236／FAX：03-6279-9256 
URL：http://www.ssc-npo.or.jp／E-mail：info@ssc-npo.or.jp 

※）ＦＶＰに参加している学校、教育委員会においては、当法人との FVP 参加申込の窓口になって運営や活動を支援、 

推進している教育機関、団体として、青少年育成市民会議、教育センター、青年の家、社会福祉協議会があります。 

 


